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　別海消防団第４分団
の末松秀義分団長（中
春別）が、平成27年
度消防庁長官 永年勤
続功労章を受章されま
した。
　末松氏は長年にわた
る消防団活動を通じ
て、地域住民の生命、
身体、財産を守るとと
もに、防火思想の普及に努め、消防団幹部として団員
の指導育成など消防体制の強化に努めたことが認めら
れたものです。

　西春別小学校で、卒業する６年生の思
い出にしようと、５年生と６年生がグラ

ウンドに雪像を作成しました。完成日の夜には保護者
を招待し、雪像をライトアップしたイベントを開催し
ました。たくさんの保護者、地域の方も集まり、楽し
い時間を過ごしました。

消防庁長官表彰を受章西春別小学校で雪像完成

　町内の新入学児童が安全に学校に通えるよ
う、昭和54年から毎年続けられている手編

みの「愛の鈴」が町商工会女性部より寄贈されました。
　また、別海町観光協会から新入学児童への贈り物として「べ
つかい帳（じがくちょう）」が、西別赤十字奉仕団から交通
安全祈願の「救護犬アンリー付き帽子型マグネット」が教育
長へ手渡されました。

　町内在住で90歳を迎える方を
祝う「別海町長寿賞」が尾上初
男さん（大正14年12月９日・別
海）、木村節子さん（大正15年３
月12日・別海）、古川彰三さん（大
正15年３月30日・ 別海）、熊倉
清市さん（大正15年４月５日・
上春別）に贈られました。

※ 承諾された方のみ写真及び氏名
を掲載しています

おめでとう

木村　節子さん
（別海）

古川　彰三さん
（別海）

熊倉　清市さん
（上春別）

尾上　初男さん
（別海）

₃⊘₁₈･₂₈

₃⊘₉₃⊘₁₈

「愛の鈴」「べつかい帳」「帽子型マグネット」を
小学校新１年生へ寄贈
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倉持龍太郎（総合政策課）

　「地域おこし協力隊」とは、人口減少や高齢化などに悩む地
方自治体が地域外の人材を積極的に受け入れ、隊員の経験やア
イディアを活かした活動を通じて、地域の活性化を図る取り組
みです。
　４月から本町に採用された２名の隊員を紹介します。

【いい歯の子たち】 
會田　唯乃　 青木　琉翔　 安 　航也　 板垣　汐音　 岩間　凛音　 海野　音希
浦部　　青　 大森　歩夢　 小川　太一　 野　大河　 加藤　美月　 河本　一冴
北村　優芽　 工藤　詩乃　 小崎　萌菜　 小林　　蘭　 小林　颯馬　 西鄕　愛梨
酒井　琉雅　 坂下　　迅　 佐川　心大　 佐瀨　　健　 佐藤優芽花　 佐藤　柚月
佐藤　恵介　 塩谷　　葵　 新濱　良楽　 菅原　広翔　 杉目　華音　 鈴木　美優
清野　結心　 関口　琴陽　 関根　健介　 高田　育歩　 髙橋萌々香　 高畑　杏羽
田中いろは　 鎮守幸太郎　 戸田　楓子
豊田　莉玖　 中鉢　　元　 二瓶　　琴
野矢　悠太　 芳賀　汐里　 畑中　琴音
本田　陽翔　 南　　壱樹　 三宅　悠斗
八木　遥守　 米野　綜佑　 和田奈乃明

（敬称略）

　「春の全国交通安全運動」として、新
入学（園）児の交通事故を防止するため

町内各地で街頭指導が行われました。
　また、４月13日㈬には別海ロータリークラブと大
地みらい信用金庫別海支店職員の皆さんの協力のも
と、別海市街で新入学児童の登校時間に合わせた街頭
啓発を実施しました。

春の全国交通安全運動

₄⊘₆～₁₅

₃⊘₂₉

　皆さん、はじめまして。４月１日よ
り、地域おこし協力隊として別海町に
来ました倉持龍太郎です。出身は名古
屋で、東京の町田市という県境のまち
で育ちました。地元から出ることなく
26年間を過ごし、新しい環境へ飛び

出したいと考えている中で、別海町を知り、現在に至ります。
　都会では感じることのなかった夕焼けや星空の美しさ、
鹿やキツネとの遭遇、雄大な牧草地など、経験することす
べてが新鮮で興奮する毎日です。足を踏み入れたことも無
かった北海道、そして聞いたこともなかった別海町という
まちでの生活を楽しみながら、地域おこし協力隊として精
一杯頑張りますので、皆さんどうぞよろしくお願いいたし
ます。
　「見た目が怖い」とよく言われますが、本当は話しかけ
て欲しくてたまらないので、皆さんお気軽に声をかけてく
ださい。

　はじめまして、地域おこし協力隊と
して４月１日から別海町に来ました菅
原銀ニ郎です。最初に簡単に僕の自己
紹介をさせて頂きます。日本人の父親
とロシア人の母親との間に生まれ、小
樽で育ち、中学高校は札幌、大学は京

都からロシアへ移り、そして別海町へ地域おこし協力隊と
して赴任させて頂くことになり、今に至ります。
　さて、人生において豊かで幸せなこととは何かについて、
誰もが一度は考えたことがあると思います。僕にとって幸
せなことは、空気がきれいなこと、おいしい水と食べ物が
あって、豊かな自然に囲まれ、優しくて親切な人たちと一
緒に暮らすこと。別海町には、そんな僕にとっての幸せが
たくさんあると感じて地域おこし協力隊に応募しました。
　別海町に来て出会った方、まだ出会っていないたくさん
の方、皆さんの為に精一杯、一生懸命「楽しく」「明るく」
頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

菅原銀二郎（商工観光課）

　町内に住む３歳児でむし
歯のないお子さんを表彰す

る「いい歯の子表彰」が町民保健センターで行われました。
今回は平成27年10月から平成28年３月までに３歳児健診

を受けた子の中から51名のお子さんが表彰されました。

第33回いい歯の子表彰

地域おこし協力隊が
着任しました
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